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鉄
幹
と
新
国
文
運
動 

堀 

下 

翔

は
じ
め
に 

 

明
治
二
三
年
、
落
合
直
文
は
「
国
文
学
現
今
の
景
況
及
勢
力
」
（
『
国
文
学
』

第
二
一
号
、
明
治
二
三
・
四
）
に
お
い
て
国
文
研
究
・
教
育
の
隆
盛
を
喜
ん
だ
。

欧
化
主
義
か
ら
国
粋
保
存
へ
と
時
代
の
主
潮
が
う
つ
ろ
う
明
治
二
〇
年
代
初

頭
に
あ
っ
て
、
皇
典
講
究
所
は
卒
業
生
を
教
育
界
や
文
筆
・
新
聞
界
に
輩
出
し
、

帝
国
大
学
文
科
大
学
や
第
一
高
等
中
学
校
で
は
国
文
教
育
を
開
始
、
東
洋
学

会
・
か
な
の
く
わ
い
・
大
八
洲
学
会
・
日
本
文
章
会
等
の
活
動
も
活
発
で
あ
る

（
同
前
）。
直
文
が
古
典
講
習
科
の
同
期
で
あ
る
小
中
村
義
象
・
萩
野
由
之
と
と

も
に
国
書
の
翻
刻
叢
書
で
あ
る
『
日
本
文
学
全
書
』（
全
二
四
冊
、
博
文
館
）
の

刊
行
を
開
始
し
た
の
も
同
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
古
典
講
習
科
や
東
京
大

学
文
学
部
の
卒
業
者
ら
に
よ
る
国
文
学
研
究
が
可
視
的
に
出
現
し
た
こ
の
明

治
二
三
年
を
前
田
雅
之
は
「
国
文
学
始
動
元
年
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

（

1

）

 

趨
勢
は
文
体
改
良
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
言
文
一
致
運
動
が
停
滞
を
迎
え

た
こ
の
年
、
直
文
は
、
前
年
に
発
表
し
た
「
文
章
の
誤
謬
」（
『
皇
典
講
究
所
講

演
』
第
一
一
号
、
明
治
二
二
・
七
）
を
発
展
さ
せ
た
「
将
来
の
国
文
」（『
国
民

之
友
』
明
治
二
三
・
一
一
・
一
三
〜
一
二
・
二
三
）
を
は
じ
め
、
多
数
の
文
章

論
を
発
表
し
た
。
直
文
は
現
今
の
諸
体
に
蔓
延
す
る
語
法
の
誤
り
を
憂
え
、
正

確
な
「
国
文
」（
和
文
）
の
文
体
を
鍛
え
る
こ
と
を
啓
蒙
す
る
。
文
章
や
講
義
・

講
演
を
通
じ
た
彼
の
啓
蒙
は
一
般
に
新
国
文
運
動
と
称
さ
れ
る
。

（

2

） 

 

文
学
史
上
、
新
国
文
運
動
は
鷗
外
の
雅
文
体
や

（

3

）

明
治
三
〇
年
代
の
美
文
に

（

4

）

対

す
る
影
響
で
知
ら
れ
る
ほ
か
、
明
治
二
〇
年
代
前
半
に
集
中
的
に
発
表
さ
れ
た

和
歌
改
良
運
動
の
言
説
が
新
国
文
運
動
等
の
「
国
文
学
復
興
の
機
運
に
支
え
ら

れ
」
て
い
た
こ
と
が
武
川
忠
一
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（

5

）

ま
た
和
田
繁
二

郎
は
こ
の
時
期
の
直
文
の
言
説
を
踏
ま
え
、「
直
文
の
新
し
い
歌
は
、
国
文
学
振

興
の
実
践
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。

（

6

）

こ
れ
ら
の
指

摘
は
当
時
の
新
国
文
運
動
を
視
座
と
し
て
新
派
和
歌
の
位
置
を
相
対
化
す
る

膂
力
を
持
っ
て
い
よ
う
が
、
そ
の
具
体
相
は
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ

て
い
る
。 

本
論
文
で
は
、
新
国
文
運
動
と
和
歌
と
の
関
わ
り
を
、
主
に
、
直
文
に
師
事

し
た
与
謝
野
鉄
幹
の
論
作
へ
の
注
目
か
ら
論
じ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
鉄
幹
は

新
国
文
運
動
を
強
烈
に
意
識
し
て
直
文
に
師
事
し
、
活
動
し
た
人
物
で
あ
る
。 

 
一
、
浅
香
社
同
人
の
入
門
の
経
緯 

 
 

は
じ
め
に
、
浅
香
社
同
人
と
直
文
と
の
関
係
を
再
考
し
て
お
き
た
い
。 
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明
治
二
六
年
に
直
文
が
最
初
の
新
派
和
歌
の
結
社
・
浅
香
社
を
結
成
し
た
と

い
う
事
実
を
、
和
歌
／
短
歌
史
は
た
と
え
ば
、「
か
つ
て
か
ら
そ
の
傘
下
に
い
た

同
志
を
糾
合
」（
木
俣
修
）

（

7

）

、「
国
分
操
子
・
大
町
桂
月
・
塩
井
雨
江
等
は
早
く

よ
り
彼
に
師
事
し
て
ゐ
た
が
、
二
十
五
年
に
内
海
月
杖
・
伊
藤
正
弘
・
与
謝
野

鉄
幹
等
が
入
門
す
る
に
及
び
、
同
年
の
秋
頃
よ
り
直
文
を
中
心
と
す
る
短
歌
革

新
の
実
行
的
機
運
が
表
面
化
す
る
に
い
た
つ
た
」
（
小
泉
苳
三
）

（

8

）

な
ど
と
叙
述

す
る
。 

問
題
は
、
直
文
と
同
人
が
師
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、

（

9

）

そ
れ
は
は
た
し
て
何
の

・

・

師
弟
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。「
落
合
直
文

は
（…

）
旧
派
の
歌
よ
り
は
新
し
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
若
い
人

た
ち
に
も
非
常
に
人
気
が
出
ま
し
て
、
直
文
の
も
と
に
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

っ
て
く
る
。
あ
さ
香
社
に
結
集
し
て
く
る
」（
藤
岡
武
雄
）

（

10

）

と
い
う
よ
う
に
歌
の

師
弟
と
す
る
認
識
も
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、「
落
合
直
文
は
、
第
一
高
等

学
校
そ
の
他
に
教
職
を
持
つ
て
居
た
関
係
上
、
弟
子
の
範
囲
が
広
か
つ
た
。
其

中
に
は
大
学
そ
の
他
で
、
国
文
学
或
は
他
の
科
に
進
ん
で
、
益
盛
ん
に
歌
や
国

文
学
に
興
味
を
持
ち
続
け
た
者
も
多
か
つ
た
」「
（
引
用
者
注
：
そ
れ
ら
の
者
が

浅
香
社
に
集
っ
た
が
）
熱
心
で
な
い
人
も
多
か
つ
た
」（
折
口
信
夫
）

（

11

）

と
い
う
よ

う
に
、「
国
文
」
へ
の
熱
意
か
ら
直
文
に
師
事
し
た
者
た
ち
が
浅
香
社
に
参
加
し

て
い
た
と
い
う
二
重
構
造
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

折
口
の
指
摘
は
同
人
の
回
想
か
ら
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
熱
心
で
な
い
人
」
の
筆
頭
は
大
町
桂
月
で
、
浅
香
社
の
結
成
に
こ
そ
参
集

し
た
が
歌
合
で
女
学
生
と
組
ま
さ
れ
る
こ
と
に
辟
易
し
て
遠
ざ
か
っ
た
と

（

12

）

い

う
彼
が
そ
も
そ
も
直
文
に
師
事
し
た
の
は
「
国
粋
保
存
論
起
り
、
国
文
学
復
興

し
、
落
合
先
生
の
文
名
、
一
世
に
高
し
。
余
は
之
に
か
ぶ
れ
て
終
に
国
文
学
に

志
す
に
至
れ
り
」

（

13

）

と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
新
国
文
運
動
へ
の
共
鳴
こ

そ
が
師
事
の
動
機
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

の
ち
に
歌
人
と
し
て
の
人
生
を
送
っ
た
同
人
で
あ
れ
、
入
門
の
経
緯
に
関
す

る
回
想
に
は
「
国
文
」
の
語
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
、『
叙
景
詩
』

（
明
治
三
五
・
一
、
新
声
社
）
の
共
選
者
で
あ
り
、
そ
の
後
戦
後
に
没
す
る
ま

で
歌
人
と
し
て
活
動
し
た
金
子
薫
園
と
尾
上
柴
舟
に
つ
き
確
認
し
よ
う
。 

金
子
薫
園
は
『
古
今
集
』
を
子
守
唄
の
よ
う
に
歌
う
母
の
影
響
で
早
く
か
ら

作
歌
し
て
い
た
が
、
尋
常
中
学
校
時
代
は
作
文
に
も
熱
中
、
明
治
二
五
年
に
は

「
落
合
直
文
先
生
の
創
せ
る
新
国
文
に
随
喜
し
、
国
文
を
修
め
む
と
す
る
志
を

起
し
独
学
研
鑽
」
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
二
六
年
に
直
文
と
対
面
し
て
「
浅
香

社
に
入
る
こ
と
を
許
さ
」
れ
た
と
い
う
。

（

14

）

浅
香
社
へ
の
入
会
と
は
い
う
が
、
入

門
時
に
持
参
し
た
の
は
「
兼
好
法
師
の
事
を
書
い
た
一
文
」
で
あ
っ
た
と

（

15

）

い
う

か
ら
、
直
接
的
な
動
機
は
新
国
文
に
あ
っ
た
わ
け
だ
。
前
述
の
和
田
の
指
摘
と

も
関
連
す
る
が
、
浅
香
社
の
和
歌
改
良
運
動
は
、
そ
れ
が
表
現
に
関
す
る
運
動

で
あ
る
以
上
、
新
国
文
運
動
の
実
践
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
運
動
を
そ
れ
ぞ
れ
起
動
さ
せ
た
の
は
古
典
講
習
科

に
学
ん
だ
者
た
ち
で
あ
る
。 

尾
上
柴
舟
の
回
想
は

（

16

）

、
直
文
へ
の
師
事
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
注
意

す
べ
き
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
。
柴
舟
は
上
京
当
初
に
書
店
で
『
日
本
文

学
全
書
』
を
見
て
直
文
・
由
之
・
義
象
を
知
り
、
そ
の
後
『
少
年
園
』
に
掲
載

さ
れ
た
直
文
の
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
に
心
を
奪
わ
れ
、
東
京
英
語
学
校
時
代
に

は
義
象
と
の
共
著
『
歴
史
読
本
』（
全
一
二
冊
、
博
文
館
）
の
「
流
麗
明
快
」
の

文
体
に
夢
中
に
な
っ
た
と
い
う
。「
落
合
先
生
に
御
目
に
か
ゝ
つ
て
見
た
い
」
と

思
っ
た
の
が
の
ち
に
「
大
学
の
国
文
科
に
這
入
る
基
」
と
な
っ
た
。 
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尋
常
中
学
校
に
入
っ
た
柴
舟
は
、
大
口
鯛
二
の
指
導
を
受
け
て
歌
を
作
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
彼
は
、
同
級
の
別
学
級
に
金
子
雄
太
郎
（
薫
園
）
と
い

う
者
が
あ
り
、
す
で
に
直
文
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
噂
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。 

  

私
も
、
其
様
に
、
先
生
の
御
宅
へ
伺
つ
て
見
た
い
と
も
思
ひ
ま
し
た
が
、

此
時
は
、
歌
の
方
が
好
き
で
、
文
の
方
は
忽
諸
に
し
て
居
つ
た
も
の
で
す

か
ら
、
つ
ひ
つ
ひ
、
金
子
君
と
話
し
も
せ
ず
。
先
生
の
方
へ
も
あ
が
ら
ず

に
終
り
ま
し
た
。 

  

内
気
な
柴
舟
は
、
作
文
の
修
練
は
お
ろ
そ
か
に
し
て
歌
に
熱
中
す
る
お
の
れ

に
、
直
文
に
ま
み
え
る
資
格
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。「
国
文
は
、
非
常
に

隆
盛
」
で
あ
っ
た
第
一
高
等
学
校
時
代
も
、
義
象
と
と
も
に
教
鞭
を
と
る
直
文

の
授
業
は
担
当
学
年
が
違
う
の
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
縁
故
も
な
い
の
で

直
接
訪
ね
る
こ
と
は
憚
ら
れ
、
結
局
、「
文
科
志
望
の
学
生
を
連
れ
て
来
い
」
と

直
文
に
誘
わ
れ
た
安
倍
叔
吾
の
誘
い
を
受
け
て
よ
う
や
く
対
面
、
「
国
文
と
云

ふ
事
」
や
「
近
時
の
歌
文
の
御
批
評
」
を
聞
か
さ
れ
て
感
激
し
、
入
門
に
至
っ

た
と
い
う
。
柴
舟
に
と
り
作
歌
と
作
文
は
懸
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、

訪
ね
て
き
た
青
年
に
直
文
が
提
供
す
る
話
題
は
そ
れ
を
区
別
し
な
い
。
「
兼
好

法
師
の
事
を
書
い
た
一
文
」
を
持
参
し
た
薫
園
が
そ
の
ま
ま
浅
香
社
に
入
会
す

る
と
い
う
い
さ
さ
か
ね
じ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
事
態
に
せ
よ
、
彼
が
も
と
よ

り
歌
詠
み
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
歌
文
を
連
続
的

に
捉
え
る
直
文
の
文
芸
観
に
あ
っ
て
は
元
来
お
か
し
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。 

対
面
の
感
激
を
柴
舟
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
で
語
る
。「
こ
ん
な
事
は
、
平
素
か

ら
、
知
り
た
い
知
り
た
い
と
、
思
う
て
居
つ
た
も
の
で
す
か
ら
、
誠
に
、
有
難

く
つ
て
、
唯
々
、
涙
の
こ
ぼ
れ
る
様
な
心
持
が
し
ま
し
た
」
。
柴
舟
は
別
の
教
師

に
よ
る
国
文
教
育
自
体
は
す
で
に
受
け
て
い
た
わ
け
だ
が
、
新
国
文
運
動
の
立

役
者
た
る
直
文
が
語
る
本
質
論
や
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
議
論
に
は
平
生
の
機
会

で
獲
得
し
う
る
知
識
以
上
の
価
値
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
一
文
に
見
ら
れ
る
純
粋
に
し
て
切
実
な
知
識
欲
の
あ
り
よ
う
は
、
数
年

に
わ
た
っ
て
遠
く
か
ら
思
慕
し
た
直
文
の
謦
咳
に
つ
い
に
接
し
え
た
柴
舟
の

思
い
の
深
さ
を
も
示
唆
し
て
い
よ
う
が
、
こ
の
時
期
、
国
文
を
学
ぶ
に
あ
た
っ

て
直
文
に
格
段
の
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い
た
青
年
は
柴
舟
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
。
第
一
高
等
学
校
や
国
語
伝
習
所
な
ど
多
く
の
学
校
で
直
文
と
同
僚
の
関

係
に
あ
っ
た
国
文
教
師
・
今
井
彦
三
郎
は
教
場
で
の
直
文
に
つ
い
て
「
感
化
力

が
強
く
し
て
、
人
を
吸
収
す
る
に
一
種
の
力
を
持
つ
て
ゐ
て
（…

）
教
師
の
信

用
と
云
ふ
も
の
が
、
単
り
落
合
君
に
吸
取
ら
れ
て
仕
舞
つ
て
、
私
共
は
其
吸
壳

の
跡
の
生
徒
を
取
扱
つ
て
居
る
や
う
な
訳
で
、
不
快
に
感
ず
る
事
も
あ
り
ま
し

た
」
と
回
想
す
る
。

（

17

）

国
文
教
師
に
も
学
生
か
ら
の
支
持
に
は
濃
淡
が
あ
り
、
直

文
に
心
酔
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
芳
賀
矢
一
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
第
一
高
等
学
校
に
は
直
文
の
書
体
を
真

似
た
答
案
、
文
体
を
真
似
た
作
文
が
多
数
あ
っ
た
と
い
い
、
尋
常
中
学
校
・
師

範
学
校
の
教
員
の
検
定
試
験
で
も
、
受
験
者
は
直
文
の
愛
読
者
ば
か
り
で
、
作

文
の
文
体
や
文
法
へ
の
理
解
は
み
な
直
文
を
範
と
し
て
い
た
と
い
う
。

（

18

）

大
槻

文
彦
『
広
日
本
文
典
』（
明
治
三
〇
・
一
、
大
槻
文
彦
）
の
完
成
よ
っ
て
文
法
の

整
理
が
一
定
の
定
着
を
見
る
以
前
、
各
種
の
文
典
は
執
筆
者
ご
と
に
異
な
る
文

法
理
解
を
提
示
し
て
い
た
が
、

（

19

）

教
師
を
志
望
す
る
受
験
者
た
ち
は
「
落
合
の
文

典
と
い
つ
て
、
為
に
世
を
響
か
し
た
」（
義
象
）

（

20

）

と
い
う
直
文
・
義
象
共
編
『
中
等

教
育

日
本
文
典
』（
明
治
二
三
・
一
二
、
博
文
館
）
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
〇
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年
代
の
国
文
熱
、
そ
し
て
そ
れ
を
背
景
と
す
る
新
国
文
運
動
は
、
か
よ
う
に
直

文
の
属
人
的
な
人
気
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。 

浅
香
社
で
も
っ
と
も
意
欲
的
に
活
動
し
た
鉄
幹
は
、
小
学
校
以
上
の
近
代
的

な
学
校
教
育
を
受
け
た
人
物
で
は
な
い
が
、
彼
も
ま
た
新
国
文
運
動
に
同
調
す

る
形
で
直
文
に
接
近
し
て
い
る
。 

鉄
幹
が
直
文
の
名
を
知
っ
た
の
は
山
口
県
の
徳
山
女
学
校
の
教
師
だ
っ
た

明
治
二
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。「
初
め
て
森
鷗
外
先
生
等
の
雑
誌
「
柵
草
紙
」
に

親
み
、
ま
た
落
合
直
文
先
生
の
著
述
を
読
む
。
此
頃
文
典
学
に
興
味
を
持
つ
」

（

21

）

。

明
治
二
二
年
創
刊
の
『
し
が
ら
み
草
紙
』
は
直
文
が
和
歌
や
小
説
を
発
表
し
た

雑
誌
で
も
あ
る
。 

明
治
二
五
年
三
月
二
九
日
の
河
野
鉄
南
宛
書
簡
で
は
「
国
文
学
の
流
行
熱
ハ

殆
ん
と
そ
の
度
を
き
は
め
ぬ 

都
に
ひ
な
に
文
典
を
脇
に
し
三
十
一
文
字
を

口
に
す
る
人
々
の
日
を
追
う
て
増
加
す
る 

ま
こ
と
に
う
る
さ
き
ば
か
り
な

る
を
。
知
ら
ず
此
間
に
立
ち
で
真

（

マ

マ

）

成
の
大
手
腕
を
有
す
る
豪
の
者
ハ
何
人
な
ら

ん
」
と
実
作
者
の
国
文
熱
を
揶
揄
し
て
も
い
る
が
、

（

22

）

同
八
月
九
日
の
近
藤
茂
世

宛
書
簡
で
は
「
今
後
の
国
文
学
は
文
典
研
究
の
時
代
に
あ
ら
す 
い
は
ゝ
文
典

応
用
の
時
代
な
ら
む
と 

こ
の
卑
見
幸
に
し
て
あ
や
ま
ら
す
は
今
後
の
国
語

学
者
が
な
す
へ
き
こ
と
は
即
ち
小
説
の
新
著
こ
と
に
雄
大
長
篇
の
小
説
を
新

著
せ
ん
こ
と 

あ
る
は
歌
曲
の
新
作
こ
と
に
豪
壮
勇
烈
の
歌
曲
を
新
作
す
る

こ
と
の
如
き
そ
の
尤
も
切
要
な
る
も
の
な
ら
ん
か
と
考
へ
侍
り
」
と
し
、
国
文

の
知
識
を
実
作
に
活
用
す
る
こ
と
を
理
想
視
し
た
。
い
ず
れ
も
教
師
時
代
の
書

簡
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
歌
曲
」
は
和
歌
・
新
体
詩
の
謂
い
と
思
し
い
。
前

述
の
読
書
歴
を
思
い
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
書
簡
で
鉄
幹
が
念
頭
に
置
い
て
い
た

の
は
、
国
文
学
者
と
し
て
著
述
を
発
表
す
る
一
方
で
そ
の
知
識
を
も
っ
て
し
て

和
歌
・
新
体
詩
・
小
説
の
実
作
を
世
に
問
う
直
文
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
し
て
直
文
に
は
欠
け
る
「
豪
壮
勇
烈
」
の
気
風
の
作
は
、
こ
の
手
紙
の
す
ぐ

あ
と
に
上
京
す
る
鉄
幹
自
身
が
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

鉄
幹
が
『
こ
ゝ
ろ
の
華
』
第
三
巻
第
九
号
（
明
治
三
三
・
九
）
に
寄
せ
た
談

話
「
国
詩
改
良
の
歴
史
」
に
は
「
明
治
の
国
文
は
落
合
小
中
村
な
ど
の
先
輩
に

依
つ
て
着
々
と
改
良
せ
ら
れ
て
居
る
、
け
れ
ど
も
国
詩
は
依
然
と
し
て
真
淵
派
、

景
樹
派
の
単
調
な
、
無
趣
味
な
、
浅
薄
な
、
陳
腐
な
こ
と
を
繰
返
し
て
居
る
の

を
見
て
、
此
国
詩
も
亦
是
非
改
良
せ
ね
ば
な
ら
ん
も
の
だ
と
子
供
心
な
が
ら
考

へ
た
」
と
あ
る
。
上
京
を
果
し
て
直
文
か
ら
聞
か
さ
れ
た
意
見
も
同
様
で
あ
っ

た
と
い
う
。「
国
詩
」
は
明
治
二
〇
年
代
の
詩
歌
論
に
頻
出
す
る
タ
ー
ム
で
、
和

歌
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
語
の
詩
歌
ジ
ャ
ン
ル
全
般
、
な
い
し
は
そ
れ
ら
を
改

良
し
た
も
の
を
指
す
。
こ
こ
で
は
賀
茂
真
淵
・
香
川
景
樹
が
引
き
合
い
に
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
和
歌
を
意
味
す
る
。
他
の
同
人
と
比
べ
た
と
き
、
鉄
幹
は

新
国
文
運
動
の
成
果
を
和
歌
の
実
作
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
視
野
を
持
っ

て
い
た
点
に
独
自
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
並
べ
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
浅
香
社
同
人
が
直
文
に
師
事
し

た
経
緯
に
は
新
国
文
運
動
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
種
々

の
機
微
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
新
国
文
運
動
は
表
現
史
の
問

題
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
鳴
・
熱
狂
・
思
慕
・
立
志
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で

現
れ
る
師
愛
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
と
見
定
め
た
一
人
を
強
烈
に
意
識
し
な
が
ら

に
も
の
を
表
現
す
る
者
の
う
ち
に
結
構
さ
れ
る
心
の
あ
り
よ
う
の
問
題
と
し

て
も
捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
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二
、
鉄
幹
散
文
と
新
国
文
運
動 

 
 

こ
こ
か
ら
は
明
治
二
〇
年
代
に
鉄
幹
が
発
表
し
た
散
文
・
和
歌
と
新
国
文
運

動
の
関
係
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。
ま
ず
本
節
で
は
、
新
国
文
運
動
の
期
間
と

ほ
ぼ
重
な
る
明
治
二
四
年
か
ら
同
二
七
年
に
か
け
て
の
鉄
幹
の
主
な
発
表
媒

体
で
あ
っ
た
『
婦
女
雑
誌
』
の
記
事
を
扱
う
。
鉄
幹
の
初
期
散
文
は
従
来
、「
亡

国
の
音
」（
『
二
六
新
報
』
明
治
二
七
・
五
・
一
〇
〜
一
八
）
等
、
和
歌
改
良
運

動
に
布
置
し
う
る
も
の
が
注
目
さ
れ
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
執
筆
さ
れ
た
記
事
は

言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
国
文
運
動
と
い
う
視
点
で
捉

え
直
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
は
上
京
前
後
の
鉄
幹
の
意
識
を
探
る
も
の
と
し
て
重

要
な
資
料
と
な
る
。
な
お
当
時
の
筆
名
「
言
霊
廼
舎
」
な
い
し
「
奇
美
霊
の
舎
」

名
義
で
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
便
宜
的
に
「
鉄
幹
」
と
呼
称
す
る
。 

鉄
幹
は
『
婦
女
雑
誌
』
の
創
刊
直
後
の
第
一
巻
第
二
号
（
明
治
二
四
・
二
）

か
ら
全
五
回
に
わ
た
っ
て
「
作
文
の
し
を
り
」
を
連
載
し
て
い
る
。
読
者
で
あ

る
若
年
の
女
性
を
想
定
し
た
作
文
入
門
の
記
事
で
あ
る
。
第
一
・
二
回
は
仮
名

遣
い
を
取
り
上
げ
、「
を
」「
じ
」「
わ
」「
い
」「
え
」
に
つ
き
誤
り
や
す
い
語
を

大
量
に
列
挙
す
る
。
第
三
回
は
音
便
が
テ
ー
マ
で
、
「
つ
い
た
ち
」
「
は
う
き
」

な
ど
原
形
と
理
解
さ
れ
が
ち
な
た
め
に
誤
っ
た
表
記
で
書
か
れ
や
す
い
音
便

化
の
語
を
列
挙
し
て
解
説
す
る
。
第
四
・
五
回
で
は
「
言
語
」
と
題
し
て
い
わ

ゆ
る
自
立
語
と
活
用
語
の
別
を
論
じ
、
動
詞
の
活
用
形
を
解
説
、
第
六
回
で
は

係
結
び
を
取
り
上
げ
る
。 

仮
名
遣
い
か
ら
品
詞
論
、
そ
し
て
活
用
形
へ
と
い
う
記
述
の
順
序
は
直
文
の

文
典
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
文
典
の
一
般
的
な
体
裁
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で

あ
る
。「
作
文
の
し
を
り
」
は
か
ね
て
国
文
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
鉄
幹
が
『
婦

女
雑
誌
』
と
い
う
発
表
の
舞
台
を
得
て
書
い
た
お
の
れ
の
文
典
な
の
で
あ
る
。

最
終
回
の
結
び
に
は
「
あ
は
れ
世
の
諸
姫
よ
、
諸
姫
は
後
来
の
我
国
民
の
母
な

り
。
国
民
の
母
に
し
て
、
支
離
散
乱
の
作
文
を
作
ら
ん
か
、
い
か
で
国
民
に
し

て
、
こ
れ
に
な
ら
ハ
ざ
ら
ん
。
若
し
し
か
ら
ん
か
。
外
蕃
に
耻
と
な
る
の
み
な

ら
ず
、
国
民
の
精
神
と
す
る
所
、
四
分
五
裂
し
て
遂
に
ハ
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
、

忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
と
す
。
い
か
ん
と
な
れ
バ
、
一
国
の
言
語
文
章

ハ
、
一
国
民
の
精
神
を
団
結
せ
し
め
、
及
び
支
配
す
る
も
の
な
れ
バ
な
り
」
と

い
う
一
節
が
あ
る
。
そ
れ
が
国
民
国
家
の
条
件
で
あ
れ
ば
こ
そ
将
来
の
国
民
を

産
み
育
て
る
こ
と
に
な
る
「
諸
姫
」（
＝
『
婦
女
雑
誌
』
の
読
者
）
に
は
正
確
な

文
法
知
識
に
基
づ
い
た
文
章
能
力
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
論
法
に
は
、
明

治
二
〇
年
代
と
い
う
「
官
民
一
体
に
よ
る
統
一
的
「
国
民
」
の
創
出
と
「
国
家
」

意
識
の
高
揚
の
時
代
」
の
「
言
語
文
学
と
国
家
と
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
」
国

語
観
（
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
）

（

23

）

が
露
出
し
て
い
る
。 

第
四
回
に
言
及
の
あ
る
動
助
辞
／
静
助
辞
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
で
い
う
助
動

詞
と
助
詞
の
こ
と
で
、
直
文
の
文
典
の
用
語
で
あ
る
。
文
法
用
語
や
概
念
の
位

置
づ
け
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
の
こ
と
、
他
の
文
典
で
は
た
と
え
ば
助

動
詞
／
後
詞
と
し
た
り
（
中
根
淑
『
日
本
文
典
』
明
治
九
・
三
、
中
根
淑
）
、
助

動
詞
／
て
に
を
は
と
し
た
り
（
大
槻
文
彦
『
語
法
指
南
』
明
治
二
三
・
一
〇
、

小
林
新
兵
衛
）
、
動
詞
の
一
部
と
助
働・

詞
／
て
に
を
は
と
し
た
り
（
関
根
正
直

『
国
語
学
』
明
治
二
四
・
六
、
六
合
館
）
と
い
う
様
相
で
、
鉄
幹
が
参
照
し
て

い
た
の
は
直
文
の
文
典
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
直
文
の
文
典
と
同

時
期
に
出
た
服
部
元
彦
編
『
雅
俗

俗
雅

日
本
小
辞
典
』（
明
治
二
三
・
一
〇
月
、
国
語
伝

習
所
）
に
も
動
助
辞
／
静
助
辞
と
い
う
名
称
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。「
作
文
の
し

を
り
」
に
は
も
う
一
つ
、
活
用
形
を
未
然
・
続
用
・
断
止
・
続
体
・
已
然
と
呼
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称
す
る
特
徴
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
直
文
・
元
彦
そ
れ
ぞ
れ
の
文
典
で
一
致
す
る
。

元
彦
の
文
典
を
発
行
し
た
国
語
伝
習
所
の
主
任
講
師
は
直
文
で
あ
っ
た
か
ら
、

直
文
が
考
案
し
て
国
語
伝
習
所
で
共
有
さ
れ
て
い
た
用
語
で
あ
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
。 

第
一
巻
第
一
〇
号
（
明
治
二
四
・
六
）
か
ら
は
「
作
文
の
し
が
ら
み
」
と
題

す
る
記
事
の
連
載
が
始
ま
る
（
全
九
回
）。
こ
れ
は
「
言
語
の
法
則
を
畧
述
」
し

た
「
作
文
の
し
を
り
」
に
対
し
て
、「
よ
こ
さ
の
道
に
蹈
み
迷
ふ
と
も
が
ら
を
、

し
が
ら
、
か
け
て
、
ふ
せ
」
ぐ
（
同
輩
が
横
道
に
迷
う
の
を
柵
で
防
ぐ
）
た
め

に
「
言
語
の
用
ゐ
か
た
」
を
具
体
的
に
指
南
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
も
の
で
あ

る
（
第
一
回
）。「
ま
じ
」
と
「
ま
し
」、「
う
か
れ
て
」
と
「
あ
く
が
れ
て
」
な

ど
混
同
し
や
す
い
語
の
区
別
、「
な
で
ふ
」「
や
ら
ぬ
」
な
ど
難
語
の
語
義
・
用

法
と
い
っ
た
事
項
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
誤
り
や
す
い
も
の
に
注
意
を
払

う
傾
向
が
「
作
文
の
し
を
り
」
の
時
点
で
す
で
に
見
ら
れ
た
が
、「
作
文
の
し
が

ら
み
」
で
は
顕
著
で
あ
る
。 

秩
序
に
沿
っ
て
解
説
が
進
む
「
作
文
の
し
を
り
」
が
文
典
を
意
識
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
個
別
の
知
識
を
教
授
す
る
「
作
文
の
し
が
ら
み
」
は
直

文
の
新
国
文
運
動
の
論
説
と
類
似
す
る
。
新
国
文
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
論
説

「
文
章
の
誤
謬
」（
前
出
）
は
、
同
時
代
の
文
体
改
良
の
言
説
と
比
べ
た
と
き
、

社
会
に
流
通
す
る
文
学
や
新
聞
記
事
に
文
法
上
の
誤
り
が
夥
し
い
こ
と
を
実

例
を
挙
げ
て
指
摘
し
、
改
良
の
必
要
性
を
そ
こ
に
見
出
し
た
点
に
一
つ
の
特
色

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
中
で
「
諸
君
の
注
意
を
乞
は
ん
」
と
し
て
特
記
さ

れ
る
誤
用
の
一
つ
に
「
か
」
と
「
や
」
の
混
同
、
つ
ま
り
、「
何
」
を
含
む
疑
問

文
で
は
「
か
」
が
呼
応
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
や
」
と
し
て
し
ま

う
よ
う
な
例
が
あ
る
が
、「
作
文
の
し
が
ら
み
」
で
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

も
こ
の
事
項
で
あ
る
。
規
則
や
正
用
を
列
記
す
る
文
典
に
学
ぶ
だ
け
で
は
体
得

し
が
た
い
実
際
的
な
言
語
の
運
用
を
数
挙
げ
て
教
授
す
る
ス
タ
イ
ル
は
直
文

と
鉄
幹
に
共
通
す
る
。「
作
文
の
し
を
り
」
も
「
作
文
の
し
が
ら
み
」
も
上
京
前

の
文
章
だ
が
、
す
で
に
こ
の
頃
鉄
幹
は
直
文
の
啓
蒙
態
度
を
意
識
し
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

『
婦
女
雑
誌
』
の
鉄
幹
散
文
か
ら
は
最
後
に
、
上
京
後
の
第
三
巻
第
六
号
（
明

治
二
六
・
三
）
の
「
批
評
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
簪
花
女
史
の
近
詠
数
首
を
読

み
て
」
を
取
り
上
げ
、
作
品
に
対
す
る
具
体
的
な
批
評
の
面
か
ら
新
国
文
運
動

と
の
関
わ
り
を
探
っ
て
み
た
い
。
前
号
に
掲
載
さ
れ
た
伊
藤
銓
子
（
簪
花
）
の

今
様
に
対
す
る
批
評
で
あ
る
。
今
様
形
式
は
当
時
、
和
歌
の
一
体
と
分
類
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
直
文
編
『
新
撰
歌
典
』（
明
治
二
四
・
一
一
、
博
文
館
）
や
鉄

幹
「
歌
道
の
沿
革
」（『
婦
女
雑
誌
』
第
二
巻
第
五
号
、
明
治
二
五
・
三
）
で
も

そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
鉄
幹
は
簪
花
の
発
表
し
た
三
首
す
べ
て
に
批

評
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
タ
ー
ム
に
特
色
が
み
ら
れ
る
一
首
目
「
新
年

望
山
」
の
評
に
注
目
す
る
。
簪
花
の
「
新
年
望
山
」
は
次
の
よ
う
な
作
で
あ
る
。 

  
 

富
士
の
た
か
ね
の
雲
晴
れ
て 

雪
も
さ
や
か
に
見
え
ぬ
な
り 

 
 

け
さ
立
か
へ
る
あ
ら
た
ま
の 

年
の
ひ
か
り
や
そ
ひ
ぬ
ら
ん
。 

 

鉄
幹
は
こ
の
今
様
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。 

 
此
歌
の
第
二
句
は
、
時
間
上
、
於
て
疵
な
き
か
。
歌
の
意
は
明
か
に
し

て
、
雪
の
さ
や
か
に
見
ゆ
る
は
、
年
の
光
の
添
ひ
た
れ
ば
な
ら
む
と
な

り
。
然
ら
ば
第
二
句
の
見
え
ぬ
は
、
見
ゆ
る
と
云
ふ
可
き
に
非
る
か
。
見
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え
ぬ
に
て
は
、
第
四
句
の
添
ひ
ぬ
と
時
間
を
同
じ
う
す
。
斯
く
て
は
年

の
光
の
添
ひ
た
る
と
、
雪
の
さ
や
か
に
見
ゆ
る
と
の
間
に
、
時
間
の
隔

て
無
く
、
雪
の
さ
や
か
に
見
え
た
る
時
、
年
の
光
の
添
ひ
た
る
な
ら
む

と
の
意
に
は
成
ら
ざ
る
か
。
さ
て
は
、
雪
の
さ
や
か
に
見
え
た
る
は
、
年

の
光
に
関
係
無
く
、
之
を
想
像
す
る
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
吾
は
斯
か
る

所
に
て
は
、
見
ゆ
る
と
現
在
の
時
間
に
云
ひ
て
、
添
ひ
ぬ
の
小
過
去
に

む
か
へ
、
時
間
の
隔
て
を
示
す
可
き
な
り
と
思
ふ
。 

 

 

作
者
の
詠
も
う
と
し
た
歌
意
を
想
定
し
、
そ
こ
か
ら
逆
算
的
に
言
葉
の
用
い

方
を
批
正
す
る
論
法
で
あ
る
。
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ぬ
」
に
注
目
し
、
歌

意
に
照
ら
し
て
細
緻
に
論
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
論
法
自
体
は
辞
に
意
を
用
い

た
国
学
者
系
の
歌
人
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
鉄
幹
が
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
海
上
胤
平
が

（

24

）

、『
歌
学
会
歌
範
評
論
』（
明
治
二
六
・
四
、
吉
川

半
七
）
に
て
小
出
粲
の
〈
き
の
ふ
け
ふ
花
も
目
に
つ
く
い
け
垣
の
つ
は
き
隠
れ

に
鶯
の
な
く
〉（
題
「
垣
鶯
」）
を
「
結
句
鶯
の
な
く
と
い
ひ
し
ハ
け
ふ
の
み
に

か
ゝ
り
て
き
の
ふ
に
ハ
う
ち
あ
は
す
」
と
難
じ
て
い
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。 

 

鉄
幹
の
場
合
、「
時
間
」「
小
過
去
」「
想
像
」
と
い
う
従
来
的
な
歌
評
に
は
現

れ
な
い
用
語
を
駆
使
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
文
典
の
用
語
で

あ
る
（
た
だ
し
「
小
過
去
」
は
『
国
語
学
』（
明
治
二
四
・
六
、
六
合
館
）
等
の

関
根
正
直
の
文
典
に
見
ら
れ
る
語
で
、
直
文
は
「
半
過
去
」
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
鉄
幹
が
直
文
以
外
の
文
典
も
閲
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
）。
加
え

て
、
直
文
が
「
将
来
の
国
文
」（
前
出
）
に
お
い
て
、
時
制
表
現
の
区
別
を
意
識

せ
ず
に
単
一
の
助
動
詞
を
多
用
す
る
拙
さ
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
文
典
や
新
国
文
運
動
の
論
説
を
受
容
し
た
こ
の
歌
評
は
、
詞
の

詠
み
こ
な
し
や
歌
格
、
証
歌
、
な
い
し
は
作
者
の
詠
歌
態
度
を
云
々
す
る
古
典

的
な
歌
評
と
は
一
線
を
画
し
、
国
学
者
の
歌
評
と
比
べ
て
も
緻
密
な
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
先
の
近
藤
茂
世
宛
書
簡
（
明
治
二
五
）
に
「
今
後
の
国
文
学
は

文
典
研
究
の
時
代
に
あ
ら
す 

い
は
ゝ
文
典
応
用
の
時
代
な
ら
む
と
」
と
記
し

た
鉄
幹
が
果
し
た
実
践
で
あ
っ
た
。 

 

鉄
幹
の
批
判
に
は
興
味
深
い
点
が
あ
る
。
第
四
句
は
第
二
句
の
原
因
を
示
し

て
い
る
の
だ
か
ら
第
二
句
と
第
四
句
の
時
制
を
と
も
に
「
ぬ
」
と
す
る
の
は
「
時

間
上
」
お
か
し
い
と
い
う
の
が
批
判
の
要
旨
で
あ
る
。
こ
こ
で
鉄
幹
は
、「
時
間

の
隔
て
」
を
正
し
く
示
し
た
作
例
と
し
て
『
古
今
集
』
の
〈
さ
よ
中
と
夜
は
更

け
ぬ
ら
し
雁
が
音
の
聞
ゆ
る
空
に
月
渡
る
見
ゆ
〉
を
挙
げ
て
い
る
。「
小
過
去
」

の
「
更
け
ぬ
ら
し
」
と
現
在
の
「
見
ゆ
」
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
よ
う

と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
ぬ
」
を
ア
ス
ペ
ク
ト
で
は
な
く
テ
ン
ス
と
取
る
の
も

明
治
前
期
の
文
典
の
特
徴
で
あ
る
。

（

25

）

「
更
け
ぬ
ら
し
」
を
ア
ス
ペ
ク
ト
と
解
釈

す
れ
ば
「
時
間
の
隔
て
」
と
い
う
概
念
を
導
入
せ
ず
と
も
差
し
支
え
は
な
い
。

そ
れ
は
鉄
幹
が
「
時
間
上
」
の
故
障
が
あ
る
と
考
え
た
簪
花
の
作
で
も
同
様
で

あ
る
。
た
し
か
に
「
ぬ
」
が
連
続
す
る
の
は
単
調
で
芸
が
な
い
が
、
第
二
句
と

第
四
句
が
と
も
に
「
ぬ
」
な
の
が
文
法
的
な
誤
謬
と
ま
で
は
言
え
ま
い
。
時
代

性
を
帯
び
た
文
法
理
解
が
歌
の
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
例
で
あ
る
。 

む
し
ろ
簪
花
の
作
に
歌
疵
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
見
ゆ
」
と
「
ぬ
」
と
「
な
り
」

が
接
続
し
た
「
見
え
ぬ
な
り
」
と
い
う
詠
み
ぶ
り
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
、
用

例
が
あ
る
と
し
て
規
範
文
法
的
に
正
し
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
現
在
で
は
推
定
の
助
動
詞
と
捉
え
ら
れ
る
こ
の
「
な
り
」
に
は
、

音
声
に
関
す
る
語
と
共
起
す
る
傾
向
が
あ
り
、「
見
ゆ
」
と
い
う
視
覚
的
な
用
言

と
は
結
び
つ
き
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。 
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当
時
は
こ
の
「
な
り
」
の
理
解
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
直
文
の
文
典
で
は
「
慥

に
い
ひ
定
む
る
」「
決
定
辞
」
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
断
定
の
「
な
り
」
と

は
異
な
り
終
止
形
に
接
続
す
る
と
い
う
特
徴
は
す
で
に
認
識
さ
れ
て
い
た
が

（
直
文
は
体
言
な
い
し
連
体
形
に
接
続
す
る
い
わ
ゆ
る
断
定
の
「
な
り
」
を
「
に

あ
り
と
い
ふ
意
」
と
す
る
）、
い
み
じ
く
も
直
文
の
文
典
が
挙
げ
る
『
古
今
集
』

の
〈
秋
の
野
に
人
ま
つ
虫
の
声
す
な
り
わ
れ
か
と
行
き
て
い
ざ
と
ふ
ら
は
ん
〉

が
示
唆
す
る
よ
う
な
音
声
に
関
す
る
語
と
の
関
係
は
、
諸
文
典
で
総
じ
て
指
摘

さ
れ
て
い
な
い
。 

「
見
ゆ
」
と
い
う
語
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
鉄
幹
の
言
う
と
お
り
、「
見
ゆ

る
な
り
」
と
処
理
す
る
の
が
定
法
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
従
来
の
歌
評
の
用
語
で
い

え
ば
、「
か
な
ふ
」
と
い
う
感
覚
で
説
明
さ
れ
る
は
ず
だ
。
先
の
『
歌
学
会
歌
範

評
論
』
で
い
え
ば
、
林
甕
臣
の
〈
雨
雲
を
は
ら
ひ
か
ね
け
む
籠
坂
の
な
こ
り
さ

む
け
き
夕
あ
ら
し
哉
〉（
詞
書
「
籠
坂
懐
古
」）
に
対
し
て
胤
平
は
「
二
句
け
む

と
し
て
ハ
結
句
夕
嵐
か
な
と
ハ
い
ひ
か
た
し
／
二
句
（
は
ら
ひ
か
ね
た
る
）
と

い
は
さ
れ
ハ
叶
は
ぬ
な
り
」
と
い
う
評
言
を
与
え
て
い
る
。
な
ぜ
「
け
む
」
で

は
な
く
「
た
る
」
が
よ
い
の
か
、「
叶
は
ぬ
」
か
ら
だ
と
い
う
以
上
の
説
明
は
な

い
。
古
歌
に
通
じ
た
実
作
者
で
あ
れ
ば
、
古
歌
と
の
差
分
か
ら
違
和
感
の
所
在

は
わ
か
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
語
の
呼
応
関
係
は
、
論
理
的
に
は

説
明
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。 

ま
し
て
簪
花
の
作
の
場
合
、
当
時
の
文
典
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
な
り
」
が
絡
ん
で
い
る
。
鉄
幹
は
表
現
の
違
和
感
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
、

「
時
間
の
隔
て
」
と
い
う
不
要
な
補
助
線
を
引
い
て
失
敗
し
て
い
る
。
結
果
的

に
は
、
連
体
形
「
見
ゆ
る
」
と
す
れ
ば
「
な
り
」
の
意
味
が
変
わ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
諸
文
典
の
理
解
で
は
「
見
え
ぬ
な
り
」
と
「
見
ゆ
る
な
り
」
の
意
味
的

な
差
異
を
適
切
に
識
別
し
た
う
え
で
こ
の
作
の
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
、
文
典
の
限
界
が
露
呈
す
る
の
で
あ
る
。 

か
よ
う
に
当
時
の
文
典
は
、「
応
用
」
が
可
能
な
代
物
で
は
な
か
っ
た
。
鉄
幹

が
こ
の
問
題
を
認
識
し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
鉄
幹
が
こ
の
種

の
歌
評
を
『
婦
女
雑
誌
』
に
書
い
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
だ
っ
た
。
以
後

の
歌
評
は
、「
何
た
る
詞
づ
か
ひ
ぞ
」「
あ
ハ
れ
を
さ
な
き
詞
づ
か
ひ
」（「
歌
疵

を
論
ず
（
二
）」
第
四
巻
第
二
号
、
明
治
二
七
・
一
）
と
い
っ
た
抽
象
的
な
議
論

に
ま
で
後
退
す
る
。
歌
評
に
お
け
る
「
文
典
応
用
」
は
挫
折
し
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

三
、
鉄
幹
和
歌
と
新
国
文
運
動 

 

本
節
で
は
、
前
節
で
触
れ
た
「
な
り
」
と
同
様
に
明
治
二
〇
年
代
に
は
用
法

の
解
明
が
不
十
分
だ
っ
た
助
動
詞
「
ら
む
」
を
用
い
た
鉄
幹
の
歌
を
検
討
し
、

鉄
幹
の
和
歌
を
当
時
の
文
法
理
解
と
の
対
応
か
ら
捉
え
、
詠
歌
に
お
け
る
「
文

典
応
用
」
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
。 

直
文
の
文
典
は
「
ら
む
」
に
つ
い
て
『
古
今
集
』〈
久
か
た
の
ひ
か
り
の
ど
け

き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
む
〉
を
挙
げ
て
「
俗
言
の
デ
ア
ラ
ウ
に

お
な
じ
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
ん
に
ち
で
は
、
眼
前
に
な
い
現
在

の
状
況
を
想
像
す
る
現
在
推
量
、
眼
前
の
現
在
の
状
況
の
原
因
等
を
想
像
す
る

原
因
推
量
の
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

鉄
幹
の
第
一
詩
歌
集
『
東
西
南
北
』（
明
治
二
九
・
七
、
明
治
書
院
）
は
「
ら

む
」
を
用
い
た
歌
を
二
五
四
首
中
三
四
首
収
め
る
が
、「
ら
む
」
は
ど
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 
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〈
い
く
た
び
か
、
ま
ど
か
に
な
り
て
、
砕
く
ら
む
。
／
鳴
門
の
海
の
、
秋
の

夜
の
月
。〉（
題
「
海
上
月
」）
は
、
鳴
門
の
海
に
映
ず
る
月
影
は
、
何
度
波
が
落

ち
着
い
て
丸
く
な
り
、
そ
し
て
ま
た
砕
け
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
歌
で
、
明
ら
か

に
海
は
眼
前
で
あ
る
。 

 

「
妓
に
与
ふ
。
二
首
」
と
い
う
詞
書
で
〈
な
さ
け
あ
る
、
君
に
も
あ
ら
ば
、

一
た
び
は
、
／
夢
の
な
か
に
も
、
見
え
け
む
も
の
を
。〉
に
つ
づ
く
二
首
目
〈
逢

見
て
は
、
世
の
な
ら
は
し
に
、
怨
む
ら
む
。
／
人
の
な
さ
け
は
、
い
つ
は
り
に

し
て
。
〉
も
同
様
で
あ
る
。
「
逢
見
て
は
」
を
〈
〜
し
た
以
上
は
〉
と
取
れ
ば
、

も
う
こ
ち
ら
は
愛
情
を
失
っ
て
い
る
の
に
会
っ
て
し
ま
い
、「
君
」
は
い
ま
さ
ぞ

失
望
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
歌
。
仮
定
と
取
れ
ば
、
も
し
再
会
す
れ
ば
こ

ち
ら
が
愛
情
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
「
君
」
は
失
望
す
る
だ
ろ
う
、
と

い
う
歌
。「
妓
に
与
ふ
」
と
い
う
か
ら
に
は
後
者
の
想
定
で
、
手
紙
に
書
き
つ
け

で
も
し
た
と
い
う
趣
向
の
歌
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
ら
む
」
を
現
在
推
量
・

原
因
推
量
と
は
解
し
え
ず
、
直
文
の
文
典
と
鉄
幹
と
で
「
ら
む
」
の
理
解
が
一

致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
直
文
歌
に
も
こ
の
種
の
「
ら
む
」
が
見
出
せ
る
。「
父

の
身
ま
か
れ
る
も
知
ら
で
、
文
お
こ
せ
た
る
人
々
あ
り
。」
と
い
う
詞
書
の
〈
こ

の
世
に
は
名
あ
て
の
人
も
お
は
せ
ぬ
を
誰
に
見
よ
と
の
た
よ
り
な
る
ら
む
〉

（『
帝
国
文
学
』
第
一
巻
第
六
号
、
明
治
二
八
・
六
）
は
、
眼
前
の
手
紙
に
対
し
、

単
純
な
推
量
の
意
味
合
い
で
「
ら
む
」
と
詠
ん
で
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
鉄
幹
は
「
俗
言
の
デ
ア
ラ
ウ
に
お
な
じ
」
よ
り
も
詳
し
い
用

法
を
認
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
前
節
に
挙
げ
た

「
簪
花
女
史
の
近
詠
数
首
を
読
み
て
」
に
お
い
て
鉄
幹
は
〈
富
士
の
た
か
ね
の

雲
晴
れ
て 

雪
も
さ
や
か
に
見
え
ぬ
な
り
／
け
さ
立
か
へ
る
あ
ら
た
ま
の 

年
の
ひ
か
り
や
そ
ひ
ぬ
ら
ん
。〉
と
い
う
簪
花
の
今
様
を
、「
雪
の
さ
や
か
に
見

ゆ
る
は
、
年
の
光
の
添
ひ
た
れ
ば
な
ら
む
」
と
解
し
て
い
る
か
ら
だ
。「
た
れ
ば
」

と
い
う
因
果
を
示
す
語
は
、「
ら
む
」
の
原
因
推
量
の
用
法
を
反
映
し
た
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

『
東
西
南
北
』
所
収
歌
を
確
認
す
る
。 

〈
も
み
ぢ
葉
も
、
心
あ
る
ら
む
。
見
て
あ
れ
ば
、
／
赤
き
方
よ
り
、
ま
づ
こ

ぼ
れ
け
り
。
〉（
題
「
紅
葉
」）
は
、「
見
て
あ
れ
ば
」
な
の
で
現
在
推
量
で
は
あ

り
得
ず
、「
俗
言
の
デ
ア
ラ
ウ
に
お
な
じ
」
の
「
ら
む
」
と
取
っ
た
場
合
も
第
三

句
以
降
の
歌
意
と
繫
が
り
が
た
い
た
め
、
原
因
推
量
と
考
え
ら
れ
る
。
想
が
似

る
〈
ば
ら
一
枝
、
あ
か
き
は
君
が
、
な
み
だ
に
て
、
／
し
ろ
き
は
君
が
、
ま
こ

と
な
る
ら
む
。
〉（
題
「
薔
薇
」
）
も
薔
薇
が
赤
い
の
は
君
の
涙
だ
か
ら

・

・

・

だ
ろ
う
、

白
い
の
は
君
の
誠
実
さ
ゆ
え

・

・

だ
ろ
う
、
と
い
う
口
吻
が
あ
る
。〈
隅
田
川
、
花
や

ち
る
ら
む
。
漕
ぐ
船
の
、
／
苫
に
色
あ
る
夕
あ
ら
し
か
な
。〉
は
、
隅
田
川
を
ゆ

く
苫
舟
の
内
部
に
視
点
が
あ
る
歌
で
、〈
も
み
ぢ
葉
も
〉
の
歌
と
同
様
に
「
ら
む
」

の
前
後
の
内
容
が
因
果
と
な
っ
て
お
り
、
夕
嵐
の
吹
き
つ
け
る
苫
が
色
味
が
か

っ
て
い
る
の
は
墨
堤
の
桜
が
散
っ
て
い
る
か
ら

・

・

だ
ろ
う
、
の
意
。
初
出
の
『
二

六
新
報
』（
明
治
二
七
・
四
・
三
）
で
は
第
二
句
が
「
花
や
ち
る
ら
し
」
に
な
っ

て
い
る
。
第
二
句
が
第
三
句
以
降
の
原
因
を
説
明
す
る
成
案
に
対
し
、
初
案
で

は
因
果
が
逆
で
あ
る
。
認
識
の
順
序
が
自
然
に
な
る
よ
う
に
し
た
推
敲
だ
ろ
う
。 

現
在
推
量
の
「
ら
む
」
の
用
例
も
見
ら
れ
る
。〈
こ
の
秋
も
、
我
は
か
へ
ら
ず
。

ふ
る
さ
と
の
、
／
川
ぞ
ひ
柳
、
ひ
と
り
散
る
ら
む
。
〉（
詞
書
「
秋
日
、
郷
を
懐

ふ
」）
が
一
例
で
、
故
郷
に
錦
を
飾
る
ま
で
は
帰
れ
な
い
立
志
の
青
年
が
、
子
供

時
代
に
遊
ん
だ
川
沿
い
の
柳
を
郷
愁
の
拠
所
に
す
る
と
い
う
こ
の
歌
は
、
遠
く

の
ふ
る
さ
と
の
柳
を
想
像
す
る
と
き
に
「
ら
む
」
を
用
い
て
お
り
、
鉄
幹
が
現

在
推
量
の
用
法
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。 
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他
の
歌
人
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。
〈
須
磨
あ
か
し
月
も
さ
く
ら
も
此
こ

ろ
は
君
が
か
へ
り
を
待
ち
わ
た
る
ら
ん 

直
文
〉
（
詞
書
「
井
上
君
の
播
磨
に

行
く
を
お
く
り
て
」
、『
日
本
』
明
治
二
六
・
四
・
三
）
、〈
わ
た
つ
み
の
底
に
も

匂
ふ
さ
く
ら
哉
た
つ
の
都
の
ひ
と
や
見
る
ら
ん 

鍋
島
直
大
〉（
題
「
海
辺
花
」
、

佐
々
木
信
綱
撰
『
明
治
歌
集 

第
一
編
』
明
治
二
七
・
二
、
博
文
館
）
は
現
在

推
量
、
〈
な
か
れ
く
る
花
こ
そ
見
え
ね
小
金
井
の
桜
も
こ
ゝ
や
と
ま
り
な
る
ら

む 

直
文
〉
（
詞
書
「
小
金
井
の
お
く
の
か
た
に
て
」
、
『
第
一
高
等
中
学
校
校

友
会
雑
誌
』
第
二
六
号
、
明
治
二
六
・
四
・
二
七
）
、〈
見
わ
た
せ
る
野
へ
ハ
緑

に
成
に
け
り
去
年
の
ふ
る
草
や
ゝ
萌
ぬ
覧 

増
山
守
正
〉（
題
「
草
漸
青
」
、『
筆

の
花
』
第
二
七
号
、
明
治
二
三
・
三
）
は
原
因
推
量
の
「
ら
む
」
で
あ
る
。
直
文
や

（

26

）

ほ
か
の
同
時
代
の
歌
人
の
作
に
も
鉄
幹
と
同
じ
く
「
俗
言
の
デ
ア
ラ
ウ
に
お
な

じ
」
と
い
う
理
解
を
超
え
た
「
ら
む
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

結
局
、
古
歌
を
知
っ
て
い
れ
ば
助
動
詞
の
詠
み
わ
け
は
経
験
的
に
可
能
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
直
文
自
身
、「
文
を
か
ゝ
ん
と
欲
せ
は
古
文
を
読
む
へ

し
。
歌
を
よ
ま
ん
と
欲
せ
は
古
歌
を
読
む
へ
し
」（
「
将
来
の
国
文
」
）
と
考
え
て

い
た
。 

 

正
岡
子
規
が
随
筆
「
筆
任
勢 

第
二
編
」（
明
治
二
三
）

（

27

）

に
「「
ら
ん
」
と
「
ら

し
」」
と
い
う
興
味
深
い
一
文
を
草
し
て
い
る
。
第
一
高
等
中
学
校
の
学
生
で
あ

っ
た
子
規
が
直
文
の
講
義
を
受
け
て
考
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
想
像

辞
の
「
ら
ん
」
と
「
ら
し
」
と
の
区
別
に
至
り
て
靉
昧
と
し
て
分
ら
ず
」。
当
時

の
学
生
の
実
感
と
し
て
も
直
文
の
「
ら
む
」
の
理
解
は
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
子
規
は
自
身
で
検
討
す
る
。「
歌
を
読
み
て
も 

こ
ゝ
は

「
ら
ん
」
と
い
ふ
べ
き
処
か
「
ら
し
」
と
い
ふ
べ
き
処
か
は
お
の
づ
か
ら
き
ま

り
あ
る
が
如
く
覚
ゆ
」
。
結
果
子
規
は
、「
ら
ん
」
と
「
ら
し
」
で
は
因
果
が
逆

転
す
る
こ
と
、「
ら
ん
」
は
「
未
来
を
現
は
す
時
、
又
見
え
も
聞
え
も
せ
ぬ
こ
と

を
想
像
す
る
時
」
に
用
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
誤
り
も
あ
る
が
、
直
文
よ
り

は
よ
ほ
ど
明
瞭
に
「
ら
ん
」
の
用
法
を
言
語
化
し
え
て
い
る
。 

 

こ
れ
ほ
ど
分
析
的
な
人
物
は
珍
し
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
「
お
の
づ
か
ら
き
ま

り
あ
る
が
如
く
覚
」
え
る
程
度
の
感
覚
な
ら
ば
多
く
の
実
作
者
が
持
っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
先
の
鉄
幹
の
〈
隅
田
川…

〉
の
歌
の
推
敲
か
ら
も
想
像
さ

れ
る
。「
ら
し
」
を
用
い
た
歌
の
場
合
も
適
切
な
分
別
の
証
跡
を
発
見
す
る
の
は

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
佐
々
木
信
綱
編
『
婦
女
詞
藻 

第
一
編
』

（
明
治
二
四
・
五
、
博
文
館
）
に
、
佐
々
木
弘
綱
・
信
綱
父
子
に
学
ん
だ
竹
屋

雅
子
の
〈
大
ひ
え
の
高
ね
の
み
雪
と
け
ぬ
ら
し
か
も
の
川
瀬
に
か
す
み
棚
ひ

く
〉（
題
「
川
霞
」）
と
い
う
歌
が
出
て
い
る
。
加
茂
川
に
立
つ
霞
と
い
う
春
光

に
接
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
比
叡
山
の
雪
解
の
さ
ま
と
い
う
別
の
春
の
到

来
を
想
像
し
た
歌
で
、
上
句
は
結
果
を
表
す
内
容
で
あ
る
。
上
下
の
句
を
因
果

で
構
成
し
よ
う
と
し
た
ま
ま
「
ら
し
」
を
「
ら
む
」
に
取
り
替
え
て
し
ま
え
ば
、

主
体
人
物
が
雪
解
の
比
叡
に
登
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
穏
や
か
で
は
な
い
。

詠
も
う
と
す
る
因
果
関
係
に
応
じ
て
「
ら
し
」
と
「
ら
む
」
が
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  
本
論
文
で
は
、
新
国
文
運
動
と
和
歌
と
の
関
わ
り
を
、
鉄
幹
を
視
座
と
し
て

検
討
し
た
。
第
一
節
で
は
、
浅
香
社
の
同
人
ら
が
直
文
に
師
事
し
た
動
機
が
和

歌
で
は
な
く
新
国
文
運
動
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
鉄
幹
は
、
新
国
文
運
動
の

成
果
を
和
歌
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
、
他
の
同
人
に
は
な
い
視
点
を
持
っ
て
い
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た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
続
く
第
二
節
で
は
新
国
文
運
動
に
対
す
る
鉄
幹
の
関
心

の
具
体
相
を
辿
り
、
本
人
が
目
指
し
た
「
応
用
」
が
結
果
的
に
は
挫
折
し
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
第
三
節
で
は
鉄
幹
の
歌
を
検
討
し
、
当
時
の
文
典
の
文
法
理

解
が
古
歌
を
読
む
者
の
経
験
知
よ
り
も
未
熟
で
あ
っ
た
と
い
う
実
態
に
触
れ

た
。 

 

新
国
文
運
動
は
正
確
な
知
識
に
基
づ
い
た
言
葉
の
運
用
を
目
指
す
も
の
だ

っ
た
が
、
屋
台
骨
で
あ
る
文
法
研
究
が
過
渡
期
に
あ
っ
た
た
め
に
、
テ
ク
ス
ト

の
表
現
の
正
確
さ
を
ロ
ジ
カ
ル
に
判
定
す
る
よ
う
な
実
用
に
耐
え
る
基
準
を

持
ち
え
ず
、
完
全
な
実
現
は
難
し
か
っ
た
。
新
国
文
運
動
に
文
学
史
的
意
義
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
表
現
に
は
正
用
と
誤
用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
可
視
化

し
、
そ
れ
を
表
現
の
価
値
判
断
と
し
て
機
能
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
達
成

の
た
め
に
、
輝
か
し
い
「
将
来
の
国
文
」
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
で

人
々
を
表
現
の
意
欲
へ
と
導
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直

文
に
よ
っ
て
新
国
文
運
動
に
動
員
さ
れ
た
青
年
た
ち
は
、
直
文
の
記
憶
と
と
も

に
そ
の
表
現
観
を
内
面
化
し
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
歌
壇
を
主
導
し
て
ゆ
く

こ
と
に
な
る
。 

 

注 （

1

）
前
田
雅
之
「
「
国
文
学
」
の
明
治
二
十
三
年
」（
前
田
雅
之
ほ
か
編
『
幕
末
明
治 

移
行
期
の
思
想
と
文
化
』
平
成
二
八
・
五
、
勉
誠
出
版
）。
国
文
学
を
め
ぐ
る
明
治
二
三

年
の
状
況
に
関
し
て
は
こ
れ
よ
り
先
、
窪
田
空
穂
「
明
治
前
期
の
国
語
国
文
界
の
見
取

図
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
三
三
号
、
大
正
一
四
・
七
）
な
ら
び
に
『
明
治
文
学
全
集 

第
四
四
巻 

落
合
直
文 

芳
賀
矢
一 

藤
岡
作
太
郎
集
』（
昭
和
四
三
・
一
二
、
筑
摩
書

房
）
に
お
け
る
久
松
潜
一
「
解
説
」
が
言
及
し
て
い
る
。
空
穂
と
前
田
は
井
上
毅
の
政
治

構
想
と
の
関
係
を
強
調
す
る
。 

（

2

）
文
体
改
良
に
お
け
る
直
文
の
新
国
文
運
動
の
位
置
や
展
開
に
つ
い
て
は
山
本
正

秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』（
昭
和
四
〇
・
七
、
岩
波
書
店
）、
同
『
言
文
一
致
の

歴
史
論
考
』（
昭
和
四
六
・
三
、
桜
楓
社
）
所
収
の
「
明
治
二
三
年
の
鷗
外
・
美
妙
・
直

文
の
文
章
論
」
に
言
及
が
あ
る
。 

（

3

）
鷗
外
と
新
国
文
運
動
の
関
わ
り
は
小
倉
斉
「
森
鷗
外
初
期
の
文
体
意
識
に
関
す

る
覚
書
（
二
）
」（
『
愛
知
淑
徳
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
、
平
成
元
・
三
）
や
竹

盛
天
雄
「
鷗
外 

そ
の
出
発 

日
本
文
章
会
・
学
海
の
記
録
・
落
合
直
文
の
新
国
文
提

唱
」（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
四
巻
第
七
号
、
平
成
一
一
・
七
）
が
注
目
し
て
い

る
。 

（

4

）
進
藤
咲
子
「
明
治
の
美
文
」（
鈴
木
一
彦
・
林
巨
樹
編
『
研
究
資
料
日
本
文
法 

第
一
〇
巻 

修
辞
法
編
』（
昭
和
六
〇
・
一
、
明
治
書
院
） 

（

5

）
武
川
忠
一
「
「
近
代
」
へ
の
歩
み
」
（
武
川
忠
一
ほ
か
編
『
和
歌
文
学
講
座 

第

九
巻 

近
代
の
短
歌
』
平
成
六
・
一
、
勉
誠
社
） 

（

6

）
和
田
繁
二
郎
「
落
合
直
文
と
鉄
幹
」（
『
鉄
幹
と
晶
子
』
第
一
号
、
平
成
八
・

三
） 

（

7

）
木
俣
修
・
久
松
潜
一
『
日
本
文
学
教
養
講
座 

Ⅱ 

近
代
短
歌
』（
昭
和
二

六
・
二
、
至
文
堂
） 

（

8

）
小
泉
苳
三
『
近
代
短
歌
史
（
明
治
編
）
』（
昭
和
三
〇
・
六
、
白
楊
社
） 

（

9

）
直
文
に
は
師
弟
関
係
を
潔
し
と
し
て
い
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。
明
治
二
五
年
、
初

対
面
の
鉄
幹
に
直
文
は
「
弟
子
と
す
る
に
は
僕
に
そ
の
資
格
が
無
い
。
僕
の
方
が
年
が
上

だ
か
ら
、
ま
あ
弟
と
し
て
置
か
う
」
と
告
げ
た
（
与
謝
野
寛
「
沙
上
の
言
葉
（
三
）
」
『
明

星
』
第
五
巻
第
四
号
、
大
正
一
三
・
九
）。
明
治
三
〇
年
に
入
門
し
た
服
部
躬
治
は
、
年
内

に
直
文
の
推
輓
で
新
聞
に
歌
を
発
表
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
の
際
誌
面
に
「
学
弟
」
と



12 

紹
介
さ
れ
て
感
激
し
た
と
い
う
（
服
部
躬
治
「
嗚
呼
萩
の
家
先
生
」『
国
文
学
』
第
六
二
号
、

明
治
三
七
・
二
）。
躬
治
は
「
先
生
は
、
門
生
ど
も
を
、
常
に
、
学
弟
と
お
ッ
し
や
ッ
て
ゞ

し
た
」
と
い
う
が
、
こ
こ
で
躬
治
が
な
お
「
門
生
」
と
い
う
語
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
形
式
的
な
関
係
、
そ
し
て
同
人
の
心
情
と
し
て
は
あ
く
ま
で
師
弟

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
ま
い
。 

（

10

）
藤
岡
武
雄
「
新
派
和
歌
の
発
足
」（
明
治
神
宮
編
『
明
治
短
歌
の
文
学
的
潮

流
』
平
成
八
・
四
、
短
歌
新
聞
社
） 

（

11

）
折
口
信
夫
『
日
本
文
学
大
系 

第
十
四
巻 

近
代
短
歌
』（
昭
和
一
五
・
二
、

河
出
書
房
） 

（

12

）
大
町
桂
月
「
嗚
呼
萩
の
家
先
生
」(
『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・
二
） 

（

13

）
大
町
桂
月
「
半
生
の
文
章
」（『
文
章
世
界
』
第
二
巻
第
一
一
号
、
明
治
四
〇
・

一
〇
） 

（

14

）
金
子
薫
園
「
年
譜
」（
『
現
代
短
歌
全
集 

第
八
巻
』
昭
和
六
・
二
、
改
造
社
） 

（

15

）
金
子
薫
園
「
嗚
呼
萩
の
家
先
生
」(

『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・
二
） 

（

16

）
尾
上
柴
舟
「
嗚
呼
萩
の
家
先
生
」(

『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・
二
） 

（

17

）
今
井
彦
三
郎
「
嗚
呼
故
落
合
直
文
君
」(

『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・

二
） 

（

18

）
芳
賀
矢
一
「
嗚
呼
落
合
直
文
君
」(

『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・
二
） 

（

19

）
福
井
久
蔵
『
日
本
文
法
史
』（
明
治
四
〇
・
一
〇
、
大
日
本
図
書
）
の
分
析
に

明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
日
本
文
典
は
執
筆
者
ご
と
に
多
様
な
文
法
理
解
を
示
し

て
い
た
。
同
書
中
「
中
古
文
典
の
完
成
」
節
は
、
文
彦
の
文
典
を
「
従
来
最
優
れ
た
る
も

の
」
と
す
る
。 

（

20

）
池
辺
義
象
「
嗚
呼
落
合
直
文
君
」(

『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・
二
） 

（

21

）
与
謝
野
寛
「
年
譜
」（
『
現
代
短
歌
全
集 

第
五
巻
』
昭
和
四
・
一
〇
、
改
造

社
） 

（

22

）
引
用
は
逸
見
久
美
編
『
与
謝
野
寛
晶
子
書
簡
集
成 

第
一
巻
』（
平
成
一
四
・

一
〇
、
八
木
書
店
）。
次
に
挙
げ
る
茂
世
宛
書
簡
も
同
。 

（

23

）
イ
・
ヨ
ン
ス
ク
『
「
国
語
」
と
い
う
思
想
』（
平
成
八
・
一
二
、
岩
波
書
店
）

「
第
三
章 

「
国
語
」
の
創
成
」 

（

24

）
永
岡
健
右
『
与
謝
野
鉄
幹
研
究
』（
平
成
一
八
・
一
、
お
う
ふ
う
）
「
第
一
章
第

四
節 

鉄
幹
の
歌
評
形
式
の
系
譜
」 

（

25

）
服
部
隆
『
明
治
期
に
お
け
る
日
本
語
文
法
研
究
史
』（
平
成
二
九
・
二
、
ひ
つ

じ
書
房
）「
明
治
期
の
日
本
語
研
究
に
お
け
る
時
制
記
述
」
が
過
去
と
完
了
そ
れ
ぞ
れ
の

概
念
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
明
治
期
の
各
種
文
典
か
ら
探
っ
て
お
り
、
両
者
を
区
別
す
る

の
は
ウ
ィ
ン
ト
ン
の
文
典
の
影
響
を
受
け
た
手
島
春
治
・
那
珂
通
世
が
先
駆
け
で
、
広
が

る
の
は
明
治
三
〇
年
代
と
す
る
。 

（

26

）
直
文
は
歌
文
に
「
ら
む
」
を
多
用
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
。
井
上
通
泰
は
、
明
治
二

二
、
三
年
頃
「
若
し
「
ら
む
」
と
云
ふ
て
に
を
は
を
封
じ
た
な
ら
ば
、
落
合
君
は
手
も
足

も
出
な
い
で
あ
ら
う
」
と
直
文
を
か
ら
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
井
上
通
泰
「
嗚
呼

故
落
合
直
文
君
」『
国
文
学
』
第
六
二
号
、
明
治
三
七
・
二
）。 

（

27

）
引
用
は
『
子
規
全
集 

第
十
巻 

初
期
随
筆
』（
昭
和
五
〇
・
五
、
講
談
社
）。

な
お
こ
の
一
文
の
存
在
は
大
辻
隆
弘
「
直
文
と
鉄
幹
」（
『
短
歌
現
代
』
平
成
九
・
六
）
に

教
え
ら
れ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。 

※
「（…

）」
は
引
用
者
中
略
。
囲
い
と
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
強
調
。「
／
」
は
改
行
。

直
文
の
歌
文
の
引
用
は
『
落
合
直
文
著
作
集
Ⅰ
』
（
平
成
三
・
七
、
明
治
書
院
）
に
よ

る
。
な
お
本
稿
はJS

P
S

特
別
研
究
員
奨
励
費2

2
J1

1
4

9
5

の
研
究
成
果
で
あ
る
。 

 




